










フランスで、国王ルイ 14 世（1638―1715、在位 1643―1715）の命によっ























1 － 2　対象となる 2 つの手稿舞踏譜集
本論文では、数多くの手書きの舞踏譜の中から、フランス国立図書館
において Ms. fr. 14884 という番号で所蔵されている資料と、同じくフ






と C. G. マーシュによるカタログ3）と、F. ランスロによるカタログ4）の
2 種がこれまでに出版されている。両カタログともに現存資料に関する
豊富な情報を盛り込んでおり、舞踏譜という歴史資料に関する情報源と








こで大きな障害となる 2 つの手稿舞踏譜集が存在する。それが Ms. fr. 
14884 と Rés. 934 なのである。なお、ランスロのカタログは Ms. fr. 
14884 に Ms. 17.1 という資料番号を、Rés. 934 に Ms. 18.1 という資料番
号を与え、それぞれの内容について詳しく伝えている6）。一方、リトル










図 1 と図 2 はランスロのカタログから転載したもので、いずれも現存
する舞踏譜の点数を 5 年区切りで示したものである。なお舞踏譜は「主
要資料で、成立年代が確定されるもの Sources principales, datation 
sûre」、「主要資料で、成立年代が推定されるもの Sources principales, 
datation probable」、「二次資料で、成立年代が確定されるもの Sources 
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図 1　第 1 の仮説に従った舞踏譜の成立年代分布8）
図 2　第 2 の仮説に従った舞踏譜の成立年代分布9）
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secondaires, datation sûre」、「二次資料で、成立年代が推定されるもの
Sources secondaires, datation probable」に四分して数えられている。
ここでいう主要資料と二次資料については、「主要資料とはある振付が
最初に現れた資料を意味し、二次資料とは後に続いて現れたもの全てを
意味する Par source principale, nous entendons la première occurrence 
d’une pièce, et par source secondaire toute occurrence suivante」10）と
定義されている。
成立年代分布が 2 つの図に分かれているのは、Ms. fr. 14884 と Rés. 
934 の成立年代に関してランスロが 2 つの仮説を立てているからである。
図 1 は、Ms. fr. 14884 の成立を 1748 年、Rés. 934 の成立を 1750 年とす
る第 1 の仮説に基づいている（詳細は次節で述べる）。その結果、舞踏
譜の成立年代分布は、全体としては 1715 年を頂点とし、以後漸減して
いく傾向を示しつつも、1750 年に第 2 の頂点が生じて全体の傾向を乱
している。
一方、ランスロは第 2 の仮説も立てている（詳細は次節で述べる）。
この仮説では Ms. fr. 14884 の成立を 1710 年から 20 年、Rés. 934 の成立








どまっていると確かに自ら認めるものである nous convenons bien 













件の振付を全て収録した舞踏譜集は、現存する資料を通じて Ms. fr. 












































リトルらの舞踏譜カタログは、Ms. fr. 14884 のみに確認される舞踏譜
は 7 点だけであり、他の 68 点は全て他の資料に同じ振付が確認される
ものであることを指摘している。特に 53 点の舞踏譜は、リトルらのカ
タログによれば、1700 年から 1709 年の間にフイエによって出版された
舞踏譜の中に同一の振付が確認され、出版舞踏譜から直接に、あるいは
なんらかの中間資料を経て間接的に筆写されたと想定されている。ラン
スロのカタログにも同様の記述があるが、期間が「1700 年から 1710 年

















となどを根拠として、資料の成立を 1710 年から 20 年とする第 2 の仮説
を提示している。
この 2 つの仮説は、いずれも信憑性に欠ける。「1748」という 4 ケタ
の数字の書き込みは、確かに別の筆跡に見えるし、そもそも成立年を示
したものであるという保証はない。よってこれを資料の成立年とは断じ






2 － 2　Rés. 934 の概要
次に Rés. 934 の概要を確認しよう。この資料は第 337 頁から始まっ
ている。よって、両カタログとも、より大規模な資料の一部のみが現存
していると想定している。もっとも、現存部分だけでも 57 点の舞踏譜
を含み、Ms. fr. 14884 に次ぐ規模となっている。
成立年や筆写者に関する情報は何もないが、ランスロは Ms. fr. 14884












も 43 点の舞踏譜は 1700 年代初頭に出版された舞踏譜集の中に同一振付
の舞踏譜を見出すことができる。その出版舞踏譜が出た期間をリトルら
は「1700 年から 1714 年」、ランスロは「1700 年から 1713 年」としてい
る。このずれは、Ms. fr. 14884 の場合と同様、出版年が曖昧な資料が含
まれているために生じたものである。同一振付を含む出版舞踏譜集の出
版年を比較すると、Ms. fr. 14884 よりも Rés. 934 の方により後のものが
見られるため、ランスロは後者の方が遅い時期に成立したと考えている。
そのため、第 1 の仮説では Rés. 934 の成立を 1750 年、第 2 の仮説では
1714 年から 1725 年の間としている。
ただし、Ms. fr. 14884 よりも Rés. 934 の方が後に成立したと決定づけ













2 資料に共通して含まれる振付は 52 件である。その全てに対して一
度に詳細な研究を行うのは困難であるので、この中から、上述のランス

































la Bourée d’Achille 1480 224―234 417―427 1700
La Mariee 5360 37―48 337―346 1700
le Passepied 6620 268―276 501―509 1700
la Bourgogne 1560 250―258 475―486 1700
la Forlana 4800 351―356 371―376 1700
Aimable Vainqueur 1180 362―367 365―370 1701
L’Allemande 1200 1―12 563―572 1702
La Bretagne 1620 287―294 601―608 1704
la Bacchante 1280 322―329 629―636 1706
Le Menuet d’Alcide 5600 406―417 673―684 1709
la Gouastalla 5120 202―207 699―704 1709

















トルを示し、続いて括弧に入れて Ms. fr. 14884 と Rés. 934 における実




この際、一方の資料で 2 頁に分かれている内容を他方では 1 頁にまとめ





































以下、前項の方針に従い、表 1 の順で 12 の頻出振付を伝える舞踏譜
の比較を行う。
　表 2　la Bourée d’Achille （La bouree D’achille/ La Bourree D’achille）の資料
比較
頁と小節 1：3 1：5―8 1：7 1：8 2：6 2：7 3：1 4：5―8 4：10 5：2
該当箇所 曲 曲 曲 女 男女 曲 男 曲 曲 曲
Ms. fr. 14884 T ♯ ♯
Rés. 934 ♯ 反復 ♯ T + P, E 反復 無 無
頁と小節 5：6 6：1 7：1 7：2 8：1 8：2 8：5 8：5 9：3 9：3
該当箇所 曲 男女 女 曲 男女 曲 男女 男 曲 男女
Ms. fr. 14884 ♯ T 無 ♯ ♯
Rés. 934 無 M 無 M 無 m T ♯ G
頁と小節 9：4 9：5―8 9：7 9：7 10：3 10:4 11：3 11：11
該当箇所 女 曲 曲 男女 曲 男女 曲 曲
Ms. fr. 14884 反復
Rés. 934 E ♯ G 価 T 価 価




　表 3　La Mariee （La Vielle mariée/ La Vielle mariee）の資料比較
頁と小節 1：8 1：12 2：6 2：7 2：14 3：2 3：3 3：4 3：8 3：12
該当箇所 男女 曲 曲 男女 女 男女 男女 男女 男女 男女
Ms. fr. 14884 点 s G
Rés. 934 + 点 T M m M m
頁と小節 4：2 4：7 4：7 5：1 5：1 5：3 5：5 6：6 7：2 7：5
該当箇所 男女 男女 曲 曲 男女 男女 曲 曲 曲 曲
Ms. fr. 14884 価 + + + 価 価
Rés. 934 M m 価 M M ♯ 価 価
頁と小節 7：5 7：12 8：3 9：8 9：8 9：12 10：5 10：8 10：10
該当箇所 女 男女 曲 男女 男女 曲 曲 曲 曲
Ms. fr. 14884 S G ♯ 点 p 価 + + +
Rés. 934 無 T 価
※Ms. fr. 14884 の第 7 頁と第 8 頁は、Rés. 934 では第 7 頁にまとめられている。また
Ms. fr. 14884 の第 11 頁と第 12 頁は、Rés. 934 では第 10 頁にまとめられている。
　表 4　le Passepied （Le Vieux passepied/ Le vieux passepied）の資料比較
頁と小節 1：4 1：8 3：1 3：1 3：2 3：7 3：8 3：10 3：16 5：1
該当箇所 曲 曲 男女 男 曲 男女 曲 曲 曲 男女
Ms. fr. 14884 高価 高価 無 高 高 休符
Rés. 934 高価 高価 M P 高 m + 高 +
頁と小節 5：3 5：11 7：7 9：7
該当箇所 曲 曲 男女 女
Ms. fr. 14884 休符
Rés. 934 価 価 T
　表 5　la Bourgogne （Labourgogne/ La Bourgogne）の資料比較
頁と小節 1：2 1：5 2：5 2：6 3：3 4：5 4：5 4：6 4：7 6：3
該当箇所 曲 曲 曲 曲 曲 曲 男女 男女 曲 曲
Ms. fr. 14884 ♭ 221） ♯
Rés. 934 + + 無 + 休符 休符 + +
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頁と小節 6：4 6：7 6：7 7：1 7：3 7：4 7：4 7：5 7：5 7：6
該当箇所 男女 曲 男女 男女 男女 男女 男 女 男女 男
Ms. fr. 14884 点 S P, E P, E P, E 足 P, E P, E
Rés. 934 p + P 足 T
頁と小節 7：7 7：7 7：8 8：11 9：3 9：5 9：5 9：6
該当箇所 男女 女 男 男女 男 男女 男 女
Ms. fr. 14884 P, E T P, E, T M P, E, T M, m
Rés. 934 p p
※ Ms. fr. 14884 の第 5 頁は、Rés. 934 では第 5 頁と第 6 頁に分かれている。
　表 6　la Forlana （La forlane/ La forlane）の資料比較
頁と小節 1：1 1：4 1：6 3：7 4：2 4：8 5：3
該当箇所 男女 男女 男 曲 男女 曲 曲
Ms. fr. 14884 点 +
Rés. 934 休符 休符 休符 余分 +
　表 7　Aimable Vainqueur （Aymable Vainqueurs/ aymable vainqueurs）の資料
比較
頁と小節 1：1 1：5 1：7 1：7 2：4 2：7 3：1 3：1 3：2 3：7
該当箇所 男女 曲 曲 男女 男女 男女 男 女 男女 曲
Ms. fr. 14884 価 + 二重 P, E P, E +
Rés. 934 点 価 T T S P, E, S S
頁と小節 4：1 4：3 4：4 5：622） 6：15
該当箇所 男 男女 男女 男女 曲
Ms. fr. 14884 性別 休符 休符 T
Rés. 934 T +
　表 8　L’Allemande （Lallemande/ L’allemande）の資料比較
頁と小節 1：3 1：3 1：6 2：4 3：3 3：4 4：1 4：3 4：5 4：5―7
該当箇所 男女 男女 男女 曲 男女 男女 女 男女 男女 男女
Ms. fr. 14884 P, S m 性別 足
Rés. 934 二重 休符 高価 m T 二重 足
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頁と小節 4：10 5：1 5：1 5：5 5：12 8：2 8：6 8：7 9：5 10：2
該当箇所 曲 男女 男 男女 曲 曲 曲 男 曲 曲
Ms. fr. 14884 性別 M m + m
Rés. 934 + + 上拍 + +
※Ms. fr. 14884 の第 4 頁と第 5 頁は、Rés. 934 では第 4 頁にまとめられている。また
Ms. fr. 14884 の第 6 頁と第 7 頁は、Rés. 934 では第 5 頁にまとめられている。
　表 9　La Bretagne （La Bretagne/ La Bretagne）の資料比較
頁と小節 1：1 1：1 1：1 1：5 2：1 2：5 2：8 3：3 3：12 3：13
該当箇所 男 女 男 女 男女 女 曲 男 曲 曲
Ms. fr. 14884 点 m23） M + +
Rés. 934 点 P, E T T ♯
頁と小節 3：15 5：6 6：5 6：6 7：3 7：6 8：3 8：6 8：8
該当箇所 曲 男女 男女 男女 曲 曲 曲 曲 曲
Ms. fr. 14884 + 足 足 足
Rés. 934 足 足 足 + + + + +
　表 10　la Bacchante （La Baccante/ La Baccante）の資料比較
頁と小節 1：7 2：1 2：3 2：7 5：7 6：8 8：4
該当箇所 曲 男女 男女 曲 曲 女 曲
Ms. fr. 14884 ♯ 足 足 ♯ ♯ 高価
Rés. 934 足 足 + + M 高価
　表 11　Le Menuet d’Alcide （Le menuet d’alcide/ Le menuet D’alcide）の資料
比較
頁と小節 2：2 3：4 5：3 6：3 8：4 12：2
該当箇所 男女 曲 男女 男女 男女 曲
Ms. fr. 14884 無
Rés. 934 M ♯ T T T ♯
　表 12　la Gouastalla （La gouastalla/ La gouästallä）の資料比較
頁と小節 1：1 2：3 2：4 5：2 6：2 6：6 6：7
該当箇所 男 曲 曲 曲 女 男女 男女
Ms. fr. 14884 高 高 ♯ T24） T
Rés. 934 点 高 高 T T
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　表 13　la Nouvelle Forlane （La nouvelle frolane25）/ La nouvelle forlane）の資
料比較
頁と小節 2：3 2：4 8：2
該当箇所 男女 男女 女
Ms. fr. 14884 足 p
Rés. 934 足 p P, S




















い記述が Rés. 934 の側に多く付けられている。よってこちらの資料の
方が懇切に記譜されているといえるが、振付 La Mariee （La Vielle 
mariée/ La Vielle mariee）のように、Ms. fr. 14884 の方が細かく装飾音
記号を記している例も見られる。また、誤記と判断することのできる例


















は、筆写時に手本とされた資料は、Ms. fr. 14884 の場合と Rés. 934 の場
合で違うものだったと考えられる。同一人物が同一資料から筆写したに




資料を所持し、しかも Ms. fr. 14884 の筆写の場合と Rés. 934 の場合で
違う資料を典拠として用いたのかという疑問が残る。
この疑問については、実際には 1 つの典拠資料しか用いておらず、

















本研究ではバロック時代の二大手稿舞踏譜集である Ms. fr. 14884 と
































2 ）　Raoul-Auger Feuillet, Chorégraphie ou L’art de décrier la dance, Paris, Chez 
l’Auteur, 1700.
3 ）　Meredith Ellis Little, Carol G. Marsh, La danse noble: An Inventory of 
Dances and Sources, New York, Broude Brothers, 1992.
4 ）　Francine Lancelot, La Belle Dance, Paris, VAN DIEREN ÉDITEUR, 1996.
5 ）　Ibid., pp. XI―LVIII.
6 ）　Ibid., pp. 346―348, 368―369.
7 ）　Little, Marsh, op. cit., pp. 134―135, 137.
8 ）　Lancelot, op. cit., p. XIX. なお、転載元でのキャプションは‘GRAPH. 4 
Répartition du corpus selon la 1re hypothèse de datation’。
9 ）　Ibid., p. XX. なお、転載元でのキャプションは‘GRAPH. 5 Répartition du 




13）　Ibid., p. XXI. なお二次資料は、出版されたものであるかどうかは問わない。
14）　赤塚健太郎「舞踏譜《ラ・ボカンヌ》と、その伴奏舞曲を伝える諸資料
の比較研究」『武蔵野音楽大学研究紀要』第 43 号（2011 年）、23―40 頁。
15）　ランスロのカタログに若干の資料比較が見られるが、それもごく断片的
なものである。
16）　本項と次項の考察は、特別な断りがない限り、注 6 と注 7 に示した箇所
を典拠としている。
17）　当時の舞踏会の実態については、R. ハリス＝ウォリックの研究が詳しい。
Rebecca Harris-Warrick, “Ballroom Dancing at the Court of Louis XIV,” 
Early Music, Vol. 14, No. 1 (1986), pp. 40―49.
18）　Rés. 934 の第 475 頁から抜粋（la Bourgogne の冒頭に相当）。
19）　記譜法や記号、個々の用語の詳細は以下の文献が詳しい。Wendy Hilton, 
Dance and Music of Court and Theater, New York, Pendragon Press, 1997.
20）　メヌエットとパスピエの記譜に際しては、一般に振付の 1 小節が伴奏舞
曲の 2 小節に相当する。よって各頁における振付の側の小節番号は、本








24）　Ms. fr. 14884 では 2 小節かけて 90 度ずつ回転する指示になっているが、









Paris, Bibliothèque Nationale de France, MS. fr. 14884.
Paris, Bibliothèque-Musée de l’Opéra, Rés. 934.
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